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１．事業の背景
本事業に取り組む背景は、2020年７月に本学医学部

とカナダの Interactive Health International 社（IHI

社）との間で同社のオンライン臨床教材 CyberPatient

利用に関する覚書を締結したことにある。５年間無償

で、同ソフトを医学部の教員と学生が利用できる。有

償であれば、年間２千万円弱の費用がかかる。無償の

見返りは本学の医学教育に利用し、有用性を評価する

ことである。そのため、多くの医学部教員にこの教材

を知ってもらい、授業への利用を検討してもらうこと

とした。以下では、まず CyberPatient と言う教材が

どのようなもので、どのような利用可能性があるか説

明し、本事業での取り組みと成果を報告する。

２．電子教材CyberPatient とは
IHI 社の代表である Qayumi 氏はカナダのブリ

ティッシュコロンビア大学（UBC）医学部教授である

が、その UBC 医学部とは本学医学部の前身の高知医

科大学は教育研究協定を結んでいた。その関係で、本

事業の実施責任者の栗原は20年前に同教材のスタンド

アローン版[1]の教育評価実験を Qayumi 教授と実施

し、臨床技能教育では教科書よりも学生が学習し易い

ことを示した[2-4]。その後、スタンドアローン版の

CyberPatient を医学教育で利用した[5]。しかし、症

例数が10症例と少ないことと、コンピュータ環境が変

わったことで、６年で利用は停止した。

2019年に Qayumi 教授からオンライン版にした

CyberPatient を利用してみないかとの提案があり、翌

年に新型コロナウイルスによる臨床実習停止の状況

で、テスト利用したこと[6]から利用の覚書締結に繋

がった。

CyberPatient がどのような教材かと言うと、患者を

アニメーションで表現し（図１：CyberPatient のすべ

ての画像には IHI 社の Copyright があります）、学習

者の操作に対して動画、音声、テキストで応答する電

子模擬患者であり、診察から治療のプロセスを疑似体

験することで、医療技能を学習するインターラクティ
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図１ 医療面接の場面（©IHI Ltd）



ブラーニング教材である。AI は搭載されておらず、

登録されているデータに基づいて応答する教材であ

り、学習者の操作によって患者の状態が変化するタイ

プの教材ではなく、しくみそのものは予め指定された

ステップで展開する旧来型の模擬患者システムと同じ

である。特徴としては、診察、治療の個々の医療技術

を動画と音声で丁寧に表現しており、臨床行為を疑似

体験できることと、登録されている症例が120症例余

りあり（表１）、幅広い疾患の診療を学習できることで

ある。もちろん、臨床実習をこの教材学習で代替する

ことはできないが、基本的な医療技術を概ね学習でき

る。また、医療判断の訓練ができる。その意味では、

臨床実習での学習を効果的に行う準備と臨床実習でで

きない医療行為や接することができなかった疾患の患

者の医療を疑似体験することはできる。

この教材は症例を展開する機能の他に学生の学習を

管理する機能があり、クラスやグループを構成して、

学習症例を指定したり、学習内容を制限したりするこ

とができる。そのため、臨床実習の補助として利用す

る以外に、医療面接、視診、聴診（図２）、触診（図３）

等の基本技術の修得や、臨床推論（論理的に診断する

プロセス）を学習する教材としても利用できる。また、

教材そのものは英語で作成されているので、医学英語

の修得に利用することも可能である。

以上のように多様な利用可能性のある教材であるこ

とから、教材を広く周知することに取り組むことにし

た次第である。

３．取組の概要
本事業では、CyberPatient の周知のための情報発信

（Moodle での資料提供）と教育利用に関する FD 講習

会開催に取り組んだ。

3.1 教材周知の取組

本学医学部教員にCyberPatient を教育に活用しても

らうためには、教材の特性と活用方法を理解してもらう

ことが不可欠であるため、動画を用いた解説を作成する

ことにした。Qayumi 教授自身が CyberPatient のねら

いや医学教育上の理論および活用法を紹介した英語の

動画を作成していたので、Qayumi 教授の許可を得て、

それらを編集し、日本語字幕を付けた解説動画を作成す

ることとした（図４）。ライセンスの制約上オープンな

Web コンテンツとすることができないため、本学の

Moodle Share 上に「電子医学教材 CyberPatient 活用

の活用ガイド」と言う紹介コースを作成し、アクセス
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表１ CyberPatient の症例数

図２ 聴診実施の場面（©IHI Ltd） 図３ 腹部触診実施の場面（©IHI Ltd）



パスワードを設定した。

作成した動画コンテンツは、CyberPatient の全体像

を紹介する動画、CyberPatient の基本設計を解説した

動画、CyberPatient を医学教育カリキュラムへ統合す

る仕方の解説動画である。各コンテンツは20分前後で

コンパクトに構成した。

学生の評価は重要な情報であるので、テスト利用時

のものであるが、どのように CyberPatient を評価し

ているかを PDF 資料として掲載した。新型コロナ感

染により最初に臨床実習に影響が出た2000年４月から

５月に補助的に CyberPatient を利用した際に、利用

した医学科５年生（40名回答）と６年生（53名回答）

の有用性に関する評価で、医療面接技能と臨床推論（論

理的診断）技術の修得に対して７割前後の学生が役立

つあるいはある程度役立つと回答した（図５、図６）。

また、この Moodle Share コースの周知のために、

「医学・看護学教育における CyberPatient 活用ガイド」

と言うタイトルを付けた10頁ほどのパンフレットを作

成し（図７）、医学部の各講座へこのコースへのアクセ

ス方法の説明文書を添付して配布した。
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図４ 字幕挿入した解説動画（©IHI Ltd）

図５ 医療面接技能の修得での有用性

図６ 臨床推論技能の修得での有用性

図７ パンフレット目次



3.2 教育 FD講習会の開催

Moodle Share の紹介コースの解説に先立って、医

学部内で CyberPatient 活用に関する教育 FD 講習会

を開催した。CyberPatient の紹介、本学での教育利用

の紹介および操作体験を行った。FD 講習会は医学部

の准教授講師会主催とし、医学部学務委員会の下部組

織である CyberPatient 利用検討ワーキングが運営を

行うこととした。FD 講演会の広報と受講受付は准教

授講師会に委託した（図８）。

CyberPatient 利用にはユーザ登録が必要であるが、

現在高知大学医学部の教職員については医学部のシス

テム管理者がユーザ登録の招待をする権限を付与され

ており、FD 講習会参加希望者に対して処理を行った。

ただし、ログデータ管理上の都合と推察されるが、ユー

ザ削除の権限はない。

当 FD 講習会は医学部の正式な FD として医学部

FD 委員会に承認してもらい、参加へのインセンティ

ブを持たせるようにした。講習会は３部制とし、第１

部、第２部の講演会の聴講まで（約１時間）でも正式

な参加と認めることとした。時間がかかる操作講習は

最後の第３部で実施した。第１部ではこの FD 講習会

に Qayumi 教授から寄せらせた動画メッセージと同

氏が解説する CyberPatient 開発のコンセプトの日本

語字幕付きの動画を視聴する内容とした。第２部は

CyberPatient を実際に医学生の授業で活用を始めた

瀬尾教授に、どのように利用しているか、また学生の

反応について講演してもらい、質疑応答を行った。

４．取組の成果
4.1 教材周知の取組の成果

Moodle Share に紹介コースを開設したのが2022年

３月中旬で、その通知をパンフレットの配布と共に

行ったのが３月末であったため、実質認知されたのは

４月になってからと推察される。図９に月別のアクセ

ス回数（管理者のアクセスを除く）を示した。

紹介コースの開設を案内した月にアクセスがあった

が、それ以降は CyberPatient に関係するイベントが

あった８月だけであった。

利用登録者は15名（医学科教員９名と看護学科教員

６名）であり、一人あたりの平均アクセス回数は11回

であった。今後は、コースの周知を継続的に行うため、

CyberPatient に関するニュースを定期的に発信する

ことが必要と考える。

パンフレットは医学科の全講座と看護学科の講師以

上の全教員に配布した。医学科については個別配布で

なかったため、実際全員に届いているかは不明である。

今後、関連するイベントに合わせて、電子版のパンフ

レット配布を行うことも有効ではないかと考えてい

る。
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図８ 教育ＦＤ講習会ポスター

図９ 紹介コース月別アクセス回数



4.2 教育 FD講習会の成果

本講習会は年末の2021年12月20日18:00から20:00で

開催した。20名程度の参加を見込んでいたが、10名（運

営側の教員５名を除く）の参加に留まり、医学科教員

７名と看護学科教員３名であった。広報開始が11月下

旬になり、講習会開催までに期間が短く、参加を促す

取り組みが不足したことが影響したと推察される。

参加者に対するアンケートでは９名の回答があった

（表２）。主な目的である CyberPatient 教材に関する

理解は全員理解できたあるいはある程度できたとの回

答であった。教材を利用できると思われる学年は、教

材がターゲットとしている臨床教育を行う学年で、医

学科は３年生から６年生、看護学科は２年生から４年

生で多く、教材の理解とも整合している。担当科目で

も半数以上が利用できると思うと回答しており、教材

利用の可能性は高いと言えそうであるが、関心の高い

教員が参加しているので、医学部全体の意識とは言え

ない。今後とも、教材の周知活動が必要と考える。

５．事業取組の検証
5.1 教材周知の取組

本事業では、授業での利活用を意識し過ぎて、教材

の周知対象を教員に限定したことは戦略的なミスで

あったと考えている。テスト利用で学生の反応が良

かったことを生かし、学生に自由に利用する機会を提

供し、学生の方から教員に対して利用を進める働きか

けが起きるようにする戦略もあったと思われる。特

に、対象教材はアクティブラーニングの教材であり、

学生中心に考えることが必要である。教員中心の教育

から学生中心の教育へ移行することの必要性の意識が

まだ不十分であったと言わざるを得ない。

情報発信のツールとして Moodle Share を用いたこ

とで、参照してもらいたい資料へのアクセスがし難く

なった点が課題であったと考えている。ライセンスの

制約で医学部以外からのアクセスを制限するため、コー

スへの聴講にパスワードロックを入れたことで、アクセ

スの困難さをさらに高めることとなった。この問題の

解消方法としては教員・学生の所属でアクセスチェック

を掛けることが考えられるが、現在のMoodle Share で

はそのような制御機能がない。現機能下で可能な方策

としては、利用対象者を事前に一人ずつ利用者登録する

ことである。この問題の解消については、Moodle

Share の管理機能アップを期待したい。

5.2 教育 FD講習会

参加者のインセンティブを意識して教育 FD として

開催したことが、逆に参加者を減らすことになったの

ではないかと推察される。教育 FD では参加確認が必

要なため、オンライン参加は実施し難い（Microsoft

Teams のオンライン会議では接続していることの

チェックしかできないため、meeting チャネルを非公

開にして参加予約を取る必要がある）。

今回の FD 講習会では特にコンピュータ操作指導が

あったため、対面講習とした。しかし、視聴だけで済

む第１部と第２部だけで、FD 講習会参加としたこと

を考えると、操作指導まで望む者だけ対面参加とする

方法があった。この点でも検討不足を否めない。
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表２ 教育 FD講習会参加者へのアンケート結果



６．終わりに
本事業で取り上げた CyberPatient は国際的な評価

も高く、2021年２月時点で個人利用者は125カ国に及

んでいる[7]。また、2020年５月時点で、組織的な利用

もカナダ、米国、ブラジル、ドイツの15大学で行われ

ているとのことである[8]。現在日本では、本学医学

部だけが教材利用に関する覚書により５年間無料で利

用できる状況にある。この機会を最大限生かすため本

事業に取り組んだが、期待した成果を出すには至って

いない。

本教材を利用する上での最大のハードルは言語であ

る[9]。教材のシステムは英語で作成されており、画

面も音声も英語である。この言語の問題は日本だけで

なく多くの国で問題になる点である。利用を開始する

前の事前評価でも言語の問題が出ていたので、

CyberPatient 開発者の Qayumi 教授に伝え、Google

Translator を組み込んでもらい、直訳はできるように

なった。しかし、医療用語や医学専門用語は適切に訳

せないため、言語のハードルが取り除かれたとは言え

ない状況である。

実施責任者の栗原はエチオピアからの留学生の学位

取得のための研究指導を行ったが、英語でのコミュニ

ケーション能力は高く、全く指導上問題がなかった。

その留学生によるとエチオピアでは高等学校からの高

等教育はすべて英語で行われているとのことであっ

た。近年、日本の教育研究の地位は低下する一方であ

るが、これを反転させるためには少なくとも英語は自

由に使える人材を育成することが必要ではないだろう

か。本学でも外国語修得に力をいれているが、十分と

は言えない。一方で、現実問題として語学バリアを感

じる学生が効率的に学習できるためには、本教材の日

本語化にも取り組む必要があるのではとの矛盾した思

いがある。本教材の利用を進めて行くためには、ある

程度の日本語化を行い、学生にも教員にも利用し易い

教材にして行くことは必要であろう。それと同時に、

国際的レベルで活動できる人材の育成も意識して、英

語教材のままの利用も選択できるようにできればと考

えている。将来的には、日本の症例も CyberPatient

に掲載し、世界中で利用できる環境を実現することが

できればと考えている。
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